



















手を自認するﾝクルマは、 Ghana: The Autobio-
graphy of Kwame Nkruma, London: Thomas 






れたということだけである」（The only certain 
facts about my birth apper to be that I was born in 
the village of Nkroful in Nzima around mid-day on 

















































































Americanaは ən-kroo mə 、Academic American 























































































































その24の子音の内４つが、 鼻音（n, m, ŋ, ）で
ある。名詞の複数形は一般に接頭辞N-またはa-
を単数形の語幹に付けて作るが、単数形の語頭が
母音の場合はその母音を取ったうえでN-を付け
る─さらに語幹語頭の子音も変化するが、説明
は割愛する。例えば、 duku （頭巾）の複数形は
nnukuとなる（『言語学大辞典』第２巻、1168-
1171頁）。もし、これをエンヌクと表記すれば、「母
音を取って複数化」する ﾝズィマ語の文法を無視
し、且つ無知のゆえに単数風の語形に逆戻りさせ
てしまうという、二重に背信的な操作になるだろ
う。一方、「ヌ」方式なら、「ヌヌク」と表記する
愚を免れない。
　前項で示したように、「子音前鼻音」で始まる
名称を持つアフロ・アジア語（③）は、２言語に
過ぎない。だが、アフロ・アジア語では、名詞に
限らず「子音前鼻音」が語頭に来ることが、様々
な言語現象で見られる。例えば、大言語であるハ
ウサ語では/n/が一人称単数主語代名詞、クペレ
語では一人称単数所有代名詞なのである。 この
ように、アフリカの言語では、「子音前鼻音」が
語頭に来る事例は普通で、枚挙に暇がない。
　アフリカの言語や文化を研究する場合（特に
イーミックな立場を重視する人類学のフィールド
ワークでは）、言語のそうした自然な体系性を出
来る限り尊重した記述を心掛けることが、後々の
分析的な論述で無理のない論理展開をするための
必須の土台となる。だからこそ私は、Ndanaiを ﾝ
ダナイ、或いはンダナイと表記してきたのである。
五、なぜセメンヤは、今でもセメンヤなのか
　日本語は、歴史的に、各王朝時代の中国語のみ
ならず、オランダ語やポルトガル語、新しくは英
語、独語、仏語、スペイン語、ポルトガル語等の
西欧諸言語の影響を受けて、自らを豊かに革新し
てきた。それにも拘らず、アフリカ語に広く見ら
れる「子音前鼻音」が語頭に来る単語の語頭を「ン」
で表現することを、なぜ今も頑に拒み続けている
のだろうか。
　それらの音は、日本語の「ン」によく近似して
いる。日本人でも、「ン」の音から発音し始める
のは容易だ。「んな馬鹿な」も、「んーん、困った
な」も、日頃ついつい口を突いて出てしまうはず
だ。だから、日本語の音韻構造が基本的に開音節
であっても、他言語の表記にそれを押しつけて済
ますのは筋が違おう。エンクルマ問題の解決も、 
「語頭のｎ＝ヌ」へと無原則に退行して事足れり
とするのでは、日本語を豊かに生きる歴史や精神
に反しよう。最後に、その退嬰主義的な姿勢一般
が、実はさらに新たな問題を派生させていること
に注意を喚起して、 小稿を閉じたい。
　2009年８月、ベルリンで開催された世界陸上
選手権女子８百メートル競走で優勝した、南アフ
リカ人選手Caster Semenya（当時18歳）が一躍
世界の視線を集めた。ただし、性別疑惑の対象と
して。今問いたいのはその事ではない。彼女が日
（ 9 ）
本語ではセメンヤと表記される事実の方である。
　アフリカ人なら、誰一人彼女をセメンヤとは呼
ばず、セメニャと呼ぶ─いわば、Kenyaがケニ
アであって、ケンヤでないのと同様に。その事実
に日本のマスコミが全く無頓着なのは、一体なぜ
だろうか。本年2016年のリオ五輪の同競技の優
勝者（セメニャその人）の名前も、セメンヤのま
まだった。エンクルマにしてしまったからエンク
ルマで押し通すというのとそっくり同じ無神経と
尊大不遜な（無）論理を感じずにはおれない。
おわりに
　「日本語にない『ン』をどうすればいいのだろう」
と、今も真摯に自問し続ける奥野。彼はその昔、
はるばるガーナまで自ら出掛けて行き、Nkruma
がエンクルでないことを知って激しい衝撃を覚え
て以来、自責の念に苛まれてきたのだ。その彼の
姿に接して、謙虚で高貴な精神を感じた。
　西野照太郎は、結果的に選択を大きく誤ったか
も知れない。でも、彼は文献や映像資料を精査し
て、Nkrumaの「ｎ」がどう発音されるのか突き
詰めて知ろうと務めたはずだ。エンクルマを ﾝク
ルマ（かクルマ）の表記に改めれば済むことなの
だが、それはもう既に我々自身の問題だ。
　今やSemenyaの発音を知ろうと、延々南ア迄
出向く必要などもう何処にもない。インターネッ
トなら、ものの数分できれいに方が付く。ほんの
ちょっとした当然の心遣いが、しかも（望むらく
は）最初の機会にできたなら、この類の全ての事
態が劇的に改善されるのだ。「縁は異なもの」と
言うではないか。それを忘れ、（恐らく日本語の「分
節法」を無自覚な根拠として）無神経にもセメン
ヤと決めつけて少しも疑わないのなら、それは知
に対するメディア側の冒瀆にも当るだろう。
　セメニャを何よりも苦しめ続けているのは、五
輪のもつ「性二元的」文化の無反省な押しつけで
ある。まさしく、これもまた文化に特有の「分節」
の暴力と言ってよい。しかし、名前の読み方の分
節の勝手気儘な押しつけは、 その暴力にも強ち劣
らないかも知れない。
　書くとは、常に何かを意味付けることである。
「ペンは剣よりも強し」が最も真実味を帯びるの
は、皮肉にも、そのペンを普通の人々に向けて相
手を無遠慮に切り刻む（分節する）時なのである。
〔追記〕近年新聞各紙は、鼻音で始まるアフリカ
人名を「ヌ－」と表記することがむしろ多くなっ
ているようだ。これが一種の思考停止的な「先祖
返り」の表記であることは、既に述べた通りであ
り、あらためて詳説する迄もないと思う。
筆者（文化人類学者）のフィールドワークの拠点、 
ﾝダナイ（ケニア）の下宿─土間の書斎兼寝室
